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[主張]　間違つた考[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)というふことに して、朝 (てい)鮮 (せん)人 (じん)の識 (しき)者 (しや)の一部 (ぶ)には、尚 (なほ)間 (ま)違 (ちが)つた方 (かた)を してゐるものがある。第 (だい)一は 報 (ほう)酬 (しう)を考 (かんが)へることだ。われわれが内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)となることによつて 何 (なに)を得 (う)るかといふのである。言 (い)ひかへれば内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を唱 (とな)へる前 (まへ)に[footnoteRef:2]今 (こん)日 (にち)と何 (なに)も變 (か)はつたことがない ではないかといふのである。この推 (すい)論 (ろん)は 一見 (けん)一理 (り)あるやうであるが、その根 (こん)底 (てい)には 致 (ち)命 (めい)的 (てき)な認 (にん)識 (しき)錯 (さく)誤 (ご)が潜 (ひそ)んでゐるのだ。 [2:  単行本『同胞に寄す』では「内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)を唱 (とな)へる前 (まへ)と今 (こん)日 (にち)と」に変わっているが、これだと意味が通らない。おそらく校正者が変更したのだろう。] 

　今 (こん)日 (にち)は朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)の方 (ほう)で、完 (くわん)全 (ぜん)に 日 (につ)本 (ぽん)臣 (しん)民 (みん)に生 (うま)れかはらう、押 (お)しも押 (お)されもせぬ 一人 (にん)前 (まえ)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)にならうとの、新 (あたら)しい決 (けつ)心 (しん)をなし、その 線 (せん)に沿 (そ)うて懸 (けん)命 (めい)の努 (ど)力 (りよく)を始 (はじ)めるといふ 時期 (じき)であつて、まださうなつたのではない。われわれ 朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が各 (かく)自 (じ)心 (こころ)の奥 (おく)底 (そこ)から、われは日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)なり と感 (かん)じ、また、われは一人前 (にんまへ)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)としての 奉公 (ほうこう)をなし得 (え)たりと信 (しん)するやうに なつた時 (とき)に、始 (はじ)めて内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)は實 (じつ)現 (げん)するのである。もし 國 (こく)家 (か)から朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)にして種 (しゆ)の報 (ほう)酬 (しう)が 與 (あた)へられることがありとすれば[、]それは即 (すなは)ち その日 (ひ)に於 (お)いてゞあるべきだ。然 (しか)るに 内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)運動の出 (しゅつ)發 (ぱつ)に於 (お)いて、既 (すで)に或 (ある)種 (しゆ)の 報 (ほう)酬 (しう)を念頭 (ねんとう)に置 (お)き[、]それが即 (そく)時 (じ)に與 (あた)へられないからといつて 不 (ふ)平 (へい)がましきことを考 (かんが)へるやうでは[、]それは洵 (まこと)に あさましき限 (かぎ)りで[、]その人 (ひと)の日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)として[の]誠 (せい)意 (い)が疑 (うたが)はれると いはねばならぬ。
　われわれは既 (すで)に國 (こく)家 (か)から、分 (ぶん)以 (い)上 (じやう)の御 (ご)恩 (おん)と優 (ゆう)遇 (ぐう)に浴 (よく)せしめられてゐることを、ありがたくこそふべきで、恰 (あたか)も 一曲 (きょく)吹 (すゐ)奏 (そう)しては手 (て)を差 (さし)出 (だ)す如 (ごと)き乞 (こ)食 (じき)根 (こん)性 (ぜう)を持 (も)つてはならない。
　人 (じん)事 (じ)を修 (おさ)めて天 (てん)命 (めい)を待 (ま)つといふ。われわれ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)が、現 (げん)段 (だん)階 (かい)に於 (お)いて、懸 (けん)命 (めい)に努 (ど)力 (りよく)すべきことは、自 (じ)身 (しん)の知 (ち)的 (てき)、道 (どう)徳 (とく)的 (てき)、技 (ぎ)術 (じつ)的 (てき)向 (かう)上 (じやう)とそして國 (こく)民 (みん)化 (くわ)とである。正 (ただ)しく強 (つよ)く能 (のう)力 (りよく)ある我 (われ)を完 (くわん)成 (せい)して 陛 (へい)下 (か)に捧 (ささ)げやう といふ一念 (ねん)以 (い)外 (ぐわい)何 (なに)もあつてはならない。われわれは、この有 (あ)りの儘 (まま)の身 (み)と心 (こころ)とでは まだ御 (お)国 (くに)の御 (お)役 (やく)に立 (た)つ一人前 (にんまへ)の臣民 (しんみん)ではない。誠 (せい)心 (しん)誠 (せい)意 (い)、相當 (とう)な月日をして叩 (たた)き直 (なお)し 磨 (みが)き上 (あ)げてこそ始 (はじ)めて 陛 (へい)下 (か)の民 (たみ)たるに應 (ふさ)はしき者 (もの)になるのだ といふことを眞劍 (しんけん)に念願 (ねんぐわん)しなければならない[。]今 (いま)やつと入學 (にふがく)だ[、]卒業 (そつげう)まではまだまだだといふ 氣 (き)持 (もち)を夢 (ゆめ)緩 (ゆる)めてはならない。
　創 (そう)氏改名 (かいめい)にしてもさうである。折 (せつ)角 (かく)國 (こく)家 (か)の方 (ほう)では われわれ朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)のために 差 (さ)別 (べつ)を除 (のぞ)き平 (びやう)等 (どう)の榮 (えい)譽 (よ)を享 (けう)受 (じゆ)せしめやうとしての 制 (せい)度 (ど)であるから、進 (すす)んで喜 (よろこ)んで、この呼 (よび)掛 (か)けに應 (おう)ずべきであつて、かうしたら 個 (こ)人 (じん)的 (てき)にどんな利 (り)害 (がい)があるだらう、などと さもしい心 (こころ)を起 (おこ)してはならない。陛 (へい)下 (か)の赤 (せき)子 (し)になる誓 (ちかひ)として、または記 (き)念 (ねん)として、新 (あたら)しく國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)に乗 (の)り出 (だ)す宣言 (せんげん)として、一日も早 (はや)くなすべきである。日和 (より)見 (み)的 (てき)な、ひきずられて行 (い)かうといふやうな度 (ど)は、誠 (まこと)に唾 (だ)棄 (き)すべき卑 (ひ)怯 (けう)な振 (ふる)舞 (まい)といはねばならない。
　報酬 (ほうしう)を考 (かんが)へることは忠誠 (ちうせい)でもなければ 道 (どう)義 (ぎ)でもない。誠心 (まごころ)もてわれわれのなすべきことを なせばいゝのである。而 (しか)してわれわれや子 (し)孫 (そん)の運 (うん)命 (めい)を 大 (おお)御 (み)心 (こころ)にお任 (まか)せ申 (もうし)上 (あ)げやうではないか。
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